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○ 2010年のu-Japan実現に向けた現状を分析

○ 併せて、e-Japan戦略（2001年）以降の国民、企業のICT利用の進展を分析

○ 日米韓の比較を実施

○ 2010年のu-Japan実現に向けた現状を分析

○ 併せて、e-Japan戦略（2001年）以降の国民、企業のICT利用の進展を分析
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Ⅰ 国民・企業のユビキタスネットワーク利用
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